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研究要旨：認知症者の在宅生活を維持する非訪問型の生活評価・介入システムの導入 

 

Ａ．研究目的 

本研究では自宅写真を撮 ってもらい、回

収した写真から生活を評価する非訪問型の

生活評価システム「Photo Assessment(以

下 、PA)」、患家にあるパソコンやタブ

レットを Zoom などのオンライン会議シ

ステムで病院 

とつなぎ、画面越しに生活指導を行う

「Online-Management(以下、O-MGT)」

の標準化が目的であるが、これまで開発を

行なってきた機関は大学病院である。その

ため 2023 年度は一般病院の外来認知症患

者・介護家族に導入するにあたり、導入を

阻害する可能性のある要因を検討した。そ

れによりこれまでに訪問看護・訪問リハビ

リの経験のない患者・家族に PA/O-MGT

を実施する場合には、導入時によりその効

果も含めより丁寧な説明が必要であるこ

と。介護者が高齢である場合にはオンライ

ン会議システムの使用に何らかの支援が必

要であることがわかった。そこで今年度そ

れらの阻害要因の少ない対象者を選定し実

際の加入を開始した。 

 

B. 研究方法 

当科外来に 2023 年 12 月に当科物忘れ外

来通院したアルツハイマー病患者で、訪問

看護あるいは訪問リハビリを受けた経験の

ある患者（CDR0.5-CDR1）、あるいは日

常的に家族が zoom 等のオンライン会議シ

ステムに慣れている者に本研究のへの参加

を呼びかけた。 

(倫理面への配慮) 

本研究は外来診療の一環として行われ、当

院の倫理委員会の承認を得て実施した。 

 

C. 研究結果 

期間中に外来受診した（CDR0.5-CDR1）

のアルツハイマー病患者は 61 名であっ

た。そのうち訪問看護あるいは訪問リハビ

リを受けた経験のある患者は 18 名、家族

がオンライン会議システムに慣れている者

は 8 名であった。両方に合致する者は 1 名

であった。そのうち 5 名から同意が得られ

た。5 名の内訳は、5 名全員が家族がオン

ライン会議システムに慣れている者であっ

た。訪問看護あるいは訪問リハビリを受け

た経験のある者は 1 名であった。その後順

次 O-MGT の実施を開始している。現在 2

名が実施中である。実施中の 2 名の感想と

しては、対象患者および家族からは「実際

の場面を見てもらいながら相談できるのが

良い」「直接訪問では埃や臭いなども気に

なり事前に掃除をする必要がある、遠隔で
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あればその必要がない。」という感想を得

た。実施者側から「10 回の介入が必ず必

要ではない場合もあるのではないか」「実

施者主導で対話行う傾向が強い」「埃や臭

いなどがわからない」といったものが上が

った。 

 

D. 考察 

主介護者が既にオンライン会議システムの

使用慣れている場合は参加への意欲も高く

O-MGT の介入意義も感じているようであ

った。 

 

E. 結論 

O-MGT を円滑に導入するには既に家族が

オンライン会議システムの使用慣れている

者に実施導入が行いやすいことがわかっ

た。 
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